
　　　　　【注意】動作の支障となる場合があるため、弊社Wordアドインと他のマクロは併用しないことをお勧め致します。

１．メニューの「チェック支援」をクリックし、次に「表数値」ボタンを選びます。

２．チェック対象の表がExcel等で作られたテキストなのか、あるいはイメージなのかを選びます。

３．表データ中の範囲をコピー後、該データの配列方向を選択します。

　 

　　　　　　　　表中数値と請求項・実施形態内の数値チェック

チェッカー版

typeCHEM

② クリック

③ Excel等で作成された表であれば、

「表テキスト」を選びます。

⑤ 表データの配列が、縦方向なのか横方向なのかを

選択し「ＯＫ」を押します。

（注） 表が画像化されている場合、

６項へお進み下さい。

④ この画面が表示されたら、「ＯＫ」を押す前に、

Excel等で作成された、表データを範囲指定

して、コピー後に「ＯＫ」をクリックして下さい。

（補足） 複数の表を選択することはできません。
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（注） 項目を含め、範囲指定してコピーします。

① クリック

重

要

既にWord上に、オブジェクトで作成された表が

記載されている場合、全ての表を自動で読込み

できるので、４項 ⑥ に進みます。

② クリック



４．チェックしたい請求項または実施形態内の数値限定文を選択し、表データと照合します。

５．部分的チェックをしたい場合は、以下の手順で行います。

６．表数値の上限・下限値を自動抽出して、請求項下段に転記することができます。

「以上」 「以下」 「超」 「未満」 「乃至」 「～」 「＜」 「＞」 「≦」 「≧」
（例）フィルムの厚さが０．１ｍｍ以上...

（例）合計重量が２００ｋｇ超...

（例）含有率が０．１重量％以上０．５重量％未満...

（例）含有率が０．１～０．５重量％...

（例）混合物Ｍの含有量がＭ＜０．２５ｗｔ％...

（例）混合物Ｍの含有量が０．１５＜Ｍ≦０．４５重量％...

（注）請求項・実施形態で

認識可能な表現

⑧ チェック範囲を部分ドラックします。

⑨ チェックしたい対象列（または行）の一部をクリックします。

「請求項構築」ボタンを押します。

請求項下段に、表数値の上限・下限値を

自動で転記貼付けます。

⑥ 表データが読込された後、Wordファイル上の

請求項（実施形態）において、数値限定された

記載箇所をドラッグします。

（補足） 一請求項内の部分的なドラッグ、あるいは

複数の請求項を跨ったドラッグも可能です

が、記載内容によっては照合ミスする場合

があります。

⑦ 「選択テキストと表との照合」を押し、

チェック結果（右図）を表示させます。

限定範囲外のデータを

赤ハイライトします。

対象となっている「Ｃ」の列のみチェック結果が表示されます。

（注）表中の項目名･単位が、本文中の表記と相違していて

照合が上手くできない場合も本方法で照合します。



７．チェック対象の表がWord上で画像貼り付けされている場合、「表イメージ」を選びます。

８．画像化された表より、ＯＣＲ機能で数値を抽出する表を選びます。（複数選択可）

９．ＯＣＲ機能で数値抽出（黄色ハイライト）後、データ数値の任意一ヶ所に情報を付加します。

表がイメージ（画像）の場合の数値チェック

① クリック

② 表が横臥している場合、正規位置に回転させます。

④ 任意の一ヶ所を右クリックします。

⑤ 抽出した数値に情報を付加する

ため「編集」をクリックします。

⑥ 表データの配列が縦方向 なのか、

横方向なのかを選択します。

（補足） 配列の方向を選択すると、

上記任意の一ヶ所をもとに、

その列（行）の他データにも

情報を自動付加します。

（注） 表読込は、画像化された表がWord上に

貼り付けされていることが条件です。

③ 表を選択後、「ＯＫ」を押します。



１０．さらに、抽出した数値の任意一ヶ所に、情報を付加します。

１１．数値限定された請求項（実施形態）との照合の結果、範囲外の箇所を赤ハイライトします。
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⑧ 抽出された数値に単位を付加します。（必須）

（補足） 直接入力、またはプルダウンにて

選択して下さい。

⑨ 数値に関連するキーワードは、表の一列または

一行ごとの項目名を入力します。（必須）

（補足） 数値の前段に記載されたキーワードを

認識します。（後段は認識されません）

（補足） 直接入力、または本文からキーワード

をドラッグ＆ドロップして下さい。

数値限定範囲外のデータを赤ハイライトしますので、

実施例・比較例サンプルとして問題がないかどうか、

確認します。

⑦ 抽出された数値を確認します。（必須）

（補足） 抽出ミスがあれば修正して下さい。

⑩Wordファイル上の対象請求項をドラッグします。

⑪ 本文ドラッグ後、「照合」をクリックします。

※Word上での記述箇所のドラッグ例


